①『中国で普及している原本』

       ろざん   ばくふ

      廬山の瀑布を望む
日照香爐 生紫烟

ひ    こうろ                しえん

日は香炉を照らし  紫烟生ず、
遙看瀑布 挂前川
はる      み                    ぜんせん  か

遥かに看る、  瀑布の 前川に挂かるを
飛流直下 三千尺

ひりゅう ちょっか  さんぜんじゃく

飛流  直下   三千尺

疑是銀河 落九天 
うたが          こ      ぎんが   きゅうてん    お

疑うらくは是れ 銀河の 九天より落つるかと
       唐李白詩  望廬山瀑布一首

       乙亥年  秋振江書  於天津美院
         唐の李白の詩、「廬山の瀑布を望む」一首

          乙亥(いつがい＝きのとい・1993)の年、 秋振江が天津美術院にて 書く

【注】廬山は江西省九江市にある名山。西北方にある山が香炉峰。香炉と紫煙は縁語。

      九天は天の最も高い所。

②「日本で普及している原本」

日照香爐 生紫烟

日は香炉を照らして  紫烟生ず
遙看瀑布 挂長川
遥かに看る  瀑布の長川を挂くるを
飛流直下 三千尺

飛流 直下  三千尺
疑是銀河 落九天
疑うらくは是れ  銀河の九天より落つるかと
［口語訳］一般通釈（岩波本など）
日の光が香炉峰を照らして、紫の煙が立ち上っている
遥か遠くに、 滝が長い川を掛けたように流れ落ちているのが見える。
飛沫をあげて直下すること、三千尺。
まるで、銀河が、九天の高みから落ちてきたかと疑われるほどだ。
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